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製品・システムの概要

先進性についての説明

https://www.nikko-japan.co.jp/product/plant-auxiliary-products/

本設備は既存の電気炉の主幹となる電源設備と密接に関係して、既設変圧器が持つ容量を有効に
熱エネルギーに変換しスクラップまたは合金鉄を迅速に溶解させることを目的としたものです。
交流アーク炉のように3相不平衡回路を持つ設備では、如何に安定したアーク（パワー）で熱エ
ネルギーをスクラップや溶解材料へ熱伝達させるかが重要であり、電力の増加減を掌る電極昇降
制御装置への電極昇降指令が重要となります。適正でない指令であれば、投入電力が不安定とな
り溶解時間が長くなりかつ電力原単位が増加します。
EMPERE、NGはこういった問題を解消することを目的として開発されたもので、高速かつ高度な監
視機能と制御機能で、3本の電極を適正に動作させて最適な電力エネルギーを溶解材料（スク
ラップや合金鉄）へ伝達します。
高速･高感度監視機能は、変圧器、1次および2次側の電圧・電流信号を高速周期でサンプリング
を行い、データー演算を行いアーク電圧やアーク抵抗を算出して従来のインピーダンスによる制
御方式のほか、炉況に応じてより適確に電力エネルギーを投入可能としたアーク電圧一定制御や
アーク抵抗一定制御、さらにそれら因子を複合的に使用したファジー制御モードを擁していま
す。

導入可能な主な業種・分野

連絡先

株式会社ニッコー技術営業部
澤田眞一
Email:s-sawada@nikko-japan.co.jp
電話番号：078-222-1688

導入対象となる分野・プロセス
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従来の電極制御装置は、自動運転制御の一つで電圧と電流の突合せ回路で制御するインピーダン
ス一定制御が主流であった。この場合供給電圧の電圧降下や、炉況によっては回路インピーダン
スの変動で適切な電力投入が得られない状況であった。本制御方式は、そういった様々な炉況に
よっても任意の電力投入がより一定に投入することができるようになり、電力投入効率が向上す
ることができるようになった。

E.製造業

http:/www.nikko-japan.co.jp

導入事例の省エネ量（原油換算：kl）

株式会社ニッコー

電気炉電極制御装置『EMPERE　NG』

神戸市中央区布引町2丁目4番10号

製鉄分野、金属材料溶解プロセス

付帯設備

保守・メンテナンス等の年間ランニング費用 1,000,000

工場・事業場当たりの想定省エネ率 1.3

導入事例における費用対効果（年間）

110,000,000１台又は１式当たりの想定導入価格（参考）

3.0設備・システム当たりの想定省エネ率



製品・システムの概要・イメージ図

導入事例の概要・イメージ図

業種・分野 鉄鋼業

EMPEREの導入例：
従来型の電極制御をEMPEREに更新した事例を紹介する。EMPEREを導入することにより、電力原単
位を10－12kWｈ/tonの削減を達成することができた。通常、電力原単位を削減するには代替エネ
ルギーを投入するか、変圧器容量を大きくして投入電力を増加による溶解時間の短縮で効率を上
げて削減するかの方法があるが、EMPEREは電力投入効率を上げて削減する方法である。

対象設備・プロセス 製鋼用アーク炉
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電力原単位 330 ⇒ 320kWh /ltに減少


